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学校長　井戸　裕久

昨年末の修学旅行は悪天候に阻まれ、出発が遅れたり、予定通りに移動できなかったり、

生徒はもちろん保護者の皆さんにもずいぶんご心配をおかけしました。

少し大袈裟ですが、「自然を侮ってはいけない」。そんな警鐘を鳴らされた気がします。

さて、今号が配られる頃には卒業式です。これから巣立ち、いずれ世の中を背負っていく皆さんの世代に。

一体人はどう自然と関わっていくのか。関わりをどう変えていくのか。

燃料電池など、技術はどこまで発展するのか。原子力の安全な利用の可能性はあるのか。

果たして人は自然と対峙する中で幸せになれるのか……。

―私たちに突きつけられた「課題」の絶えることはありません。

たとえ微力ではあっても少なくとも「考える人」であってほしいと思います。

平成26年度「愛知県私立学校経常費補助金」の交付金額が決定しました

　保護者のみなさまには、ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りまして
ありがとうございます。また、地域ごとに開催された「地域別県民文化大祭典～オータムフェスティバル」や助成金署名な
ど、私学助成拡充の運動にご尽力下さいまして厚くお礼申し上げます。
　平成２６年度の同朋高等学校への愛知県私立学校経常費補助金交付額が下表のように決定いたしましたのでご
報告いたします。みなさまのご協力もあり、生徒１人当たりの交付金額が、8,920円も増額されたことに感謝するとともに、
教育条件の一層の整備充実に努め、ひきつづき財政の安定化を図る所存です。今後とも、ご支援ご協力をお願い申し
上げます。      

●同朋高等学校「愛知県私立学校経常費補助金」交付決定額

平成26年度

平成25年度

411,689千円

393,400千円

15,477千円

15,873千円

882千円

894千円

426,992千円

406,233千円

1,180人

1,151人

361,858円

352,938円

年　度
一般
補助金

特別
補助金 事務費 総　額 生徒数

一人当たり
補助額

21
25
3月
2
6
10
16
19
4月
4
6
7

Schedule 〈行事予定〉
2月

4月

卒業式
2年生音楽科学年末考査（～3月2日）

学年末考査（～6日）
2年生音楽科修学旅行（～12日）
2年生卒業生を囲む集い
進級判定発表
修了式

在校生登校日
入学式
始業式

土
水

月
金
火
月
木

土
月
火

3月

ご卒業おめでとうございます。
　卒業生一人一人が自分自身に誇りを持って、同朋高校をあと
にしてほしいと願っています。しかし、誇りを持つことは簡単なこ
とではありません。そのために必要なことは、他人の「弱さ」を理
解できるようになることなのではないでしょうか。
　人は未熟なところだらけで、完全な人間なんていません。だか
らこそ、悩んでいる人や困難を抱えている人に気が付いたら、
そっと手をさしのべてください。その人の｢弱さ｣に寄り添ってみ
てほしい。｢弱さ｣につけこむことやあざ笑うことは簡単です。寄り
添うためには忍耐や謙虚さが必要であり、時に非常に困難で損
なことだと思うかもしれません。今の風潮と逆行しているかもし
れませんが、私は人の｢弱さ｣を理解できる大人がこれから必要
とされると思っています。他人のために心から尽くせること。そし
て、他人に必要とされること。この2つの経験が、自分自身に誇り
を持つことにつながる。そう信じて人と手をとりあい、これからの
人生を進んで行ってください。

304 担任　武久　英人

卒業おめでとうございます。
　高校を卒業する今、君たちに必要なのは「自立して生きる
たくましさ」です。これからは考え方も世代も違う人と関わら
なければなりません。気の合う仲間とばかりではなく、あえて
違うタイプの人と交流し心の筋トレに励んで下さい。
　また、「色々なことに感謝できる人」になって下さい。自分の
力だけで何かを成し遂げることなどできません。「必ず」誰か
がサポートしてくれています。自分のためにする努力には限
界がありますが、誰かのする努力に限界はありません。
　三年間という短い間でしたが、そこでの経験は君たちに
とっても、先生にとっても学びのある有意義な時間でした。こ
こでの経験が今後の活躍の糧になることを期待しています。
最後になるけれど、三年間ありがとう。

306 担任　丸山　栄治
「背負われる側から背負う側へ」
　高校生活で人としての土台の部分ができたと思います。
木に例えるなら、これからは、どんな花を咲かすのか？どん
な実をみのらせるのか？という時期です。
　あと2年で成人式です。親御さんが体調を崩したら…、地
震が起きたら…。甘えるのはもうよしましょう。人のせいにす
るのはやめましょう。しっかりと、自分の足で立ち、背負われ
る側から背負う側へ、着実な歩みをすすめて欲しい。背負う
側の楽しみもありますよ。
　卒業おめでとう！素敵な大人になって、また会いに来てく
ださい。

308 担任　日比　伸子

桃李もの言わざれども下自ら蹊を成す
　徳を備えた人の元には自然に大勢の人が慕い寄ってくる。
馬には乗ってみよ人には添うてみよ
　人間は付き合ってみて、初めて相手の人となりがわかる。
山高きが故に貴からず
　人間の値打ちは見かけで決まるものではなく、内容が
　大事である。
学びて思わざれば則ちくらし
　いくら学んでも自分なりにじっくり考えてみなければ本当
　の理解につながらない。

310 担任　藤山　茂

卒業おめでとう！
楽しい時期も苦しかった時期もあったと思います。
これからの人生も同じ。
上手くいかない時は必ずあります。
楽しい時期をどう過ごし、苦しい時期をいかに前向きに過ご
していけるか。
一人で乗り越えられなかった時は思い出してください。
君たちの周りには“朋”がたくさんいます！

309 担任　本田　裕規

卒業おめでとう。みなそれぞれ本当によく成長されました
ね。これからも人生において様々な試練が待ち受けている
と思いますが、音楽科での3年間がそれを乗り越える糧と
なってくれたら幸いです。次のステージに向かって、さらに
羽ばたいていってくれることを期待しています。またお会
いしましょう！

311 担任　鏑木　勇樹

　大人になるということは、自分の持つ「可能性」と引き換えに、
様々な「知識」や「経験」を身につけていくことだと思います。今皆さ
んは山ほどの可能性を持って社会に旅立ちます。その可能性を、君
たちにとってかけがえのない知識・経験に交換していって下さい。
　けれど、そんなことを書いている私自身も「はて、自分は世の中
のことをどれだけ知り、どれだけの経験をしてきたのだろう」という
想いに駆られることもあります。分かっているつもりでいても、この
広い世界で本当に私たちが手に入れられる経験などホンの小さ
なものなのかもしれません。それでも、大人になることを諦めない
でください。「可能性」という財産を持っている限り。

301 担任　大野　晋也

　みなさんご卒業おめでとうございます。高校生活を楽しん
だ人もいれば、苦痛だったけど頑張った人もいたと思います。
いずれにせよよく頑張りましたね。これからそれぞれの進路
で人生を歩むと思いますが「謙虚さ」だけは忘れずに生活し
てください。今の自分があるのは周りの人のおかげです。

302 担任　嶋﨑　雄一朗

　みなさん「卒業おめでとうございます」進学目標やクラブ
など自主活動に取り組んだ3年間は充実していましたか!?
　仲間とともに取り組んだ想い出や、様々な手応えを基に、
それぞれの道に向け旅立ち、新たな環境の中で、同朋高校で
培った力を礎に、磨きをかけ、自らの将来に精一杯取り組ん
でください。皆さんの活躍を期待します。

303 担任　榎木　哲郎

ご卒業おめでとうございます。
　この先、社会に出ればきっと辛い事がたくさんあります。と
きには理不尽なこともあるかもしれません。そんなときでも、
逃げ出さず辛抱強く取り組んでみて下さい。そうすれば自然
と気づきが生まれ、自らの成長へと繋がるでしょう。また、素
直で謙虚な姿勢があれば、その成長はより大きなものになる
はずです。
　マイナス(－)に進む日よりプラス(＋)に進む日を多くし、い
つか『自分』という変数ｘを無限大∞にして下さい。ひとまわ
り大きく成長した皆さんに会えることを楽しみにしています。

305 担任　梶川　千友

　3年生のみなさん　ご卒業おめでとうございます
　みなさんに伝えたいことは、…
　「本当に ありがとうございました」です。
　同じクラスで過ごした人、授業で過ごした人、その他の時間
で過ごした人
　みなさんと過ごしたすべての時間が、私の心を広げ、前向
きにしてくれました。
　大切なことを理解してくれたとき、言いたいことをぶつけて
くれたとき、悩みや困難を乗り越えてくれたとき、その皆さん
の一歩が、近くにいた私に勇気と喜びを与えてくれていました。
　私も、まだまだ、もっと進める。もっと伝えられる。もっとアク
ションできる。もっと変われる。そんな気持ちにさせられてい
ました。自分の「理想像」に近づくことができたように感じてい
ます。だから、「心から、本当に、ありがとうございました」
　私たちは、必ず、今より進むことができます。自分を望んだよ
うに近づけることができます。「ひと」と「自分」を大切にして、
また、お互い進んだ「自分」をもって、会いましょう。心から、楽
しみにしています。「ありがとうございました」

307 担任　森岡　優介

本日、374名の生徒が同朋高校を卒業します。
3年間、卒業生を見守り、育み、時に厳しく指導
された担任の先生方より、卒業生のみなさん
に対しお祝いのメッセージを寄せていただき
ました。

修学旅行特集

1

たい  じ

Congratulations!

とも
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2
年
生
普
通
科
・
商
業
科
の
生
徒
が
3

団
に
分
か
れ
、「
沖
縄
修
学
旅
行
」へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
事
前
学
習
に
励

み
、平
和
・
学
習
・
民
泊
・
演
芸
の
４
つ
の
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、準
備
に
た
く
さ
ん
の
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　

1
団
・
2
団
と
も
に
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、日
本
列
島

を
覆
う
巨
大
な
低
気
圧
に
よ
り
荒
天
に
見

舞
わ
れ
、1
・
2
団
は
伊
江
島
と
本
島
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
欠
航
。3
団
は
、航
空
機
が
運

休
と
な
り
1
日
遅
れ
の
出
発
と
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
な
い
厳
し
い
条
件
で
、予
定
の
変

更
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、平
和
学

習
・コ
ー
ス
別
分
散
研
修
・
伊
江
島
で
の
民
泊

な
ど
は
全
団
合
わ
せ
て
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
一
生
に
一
度
の
修
学
旅
行
。学
習
だ
け
で
な

く
親
し
い
友
人
と
ふ
れ
あ
い
、沖
縄
の
人
た

ち
が
温
か
で
大
ら
か
に
接
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
生
徒
た
ち
は
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で

思
い
出
づ
く
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
映
り
ま

し
た
。旅
行
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
○

○
が
で
き
な
く
て
悔
し
か
っ
た
」と
い
う
意

見
よ
り
も
圧
倒
的
に「
日
程
変
更
は
あ
っ
た

け
れ
ど
、心
に
残
る
修
学
旅
行
と
な
っ
た
」

と
い
う
言
葉
が
多
か
っ
た
こ
と
に
、心
を
打

た
れ
ま
す
。

　

こ
の
2
年
生
の「
優
し
さ
」「
誠
実
さ
」

「
集
団
行
動
の
モ
ラ
ル
」「
前
向
き
な
姿
勢
」

が
育
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。辛
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
。

（
2
年
学
年
主
任
／
佐
野　

将
史
）

　

沖
縄
は
日
本
の
中
で
も
特
異
な
土
地
で

す
。本
州
と
は
全
く
異
な
る
自
然
や
、琉
球

王
朝
な
ど
の
独
自
の
文
化
・
伝
統
が
あ
り
、第

二
次
世
界
大
戦
で
は
唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ

れ
て
今
も
な
お
多
く
の
米
軍
基
地
を
抱
え
て

い
ま
す
。そ
ん
な
同
じ
日
本
で
も
少
し
遠
い
沖

縄
へ
修
学
旅
行
に
行
く
の
で
す
か
ら
、修
学
旅

行
を
き
っ
か
け
と
し
て
沖
縄
を
知
り
、学
び
、

理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、多
く
の
事
前
学
習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
語
・
英
語
・
社
会
の
各
教
科
で
は
同
朋
高

校
独
自
の
教
材
を
用
い
て
伝
統
・
文
化
・
歴
史

を
学
習
し
ま
し
た
。映
画「
g
a
m
a
〜
月

桃
の
花
〜
」を
鑑
賞
し
て
沖
縄
戦
の
中
を
生

き
た
人
々
の
姿
や
戦
争
と
は
ど
の
よ
う
な
モ
ノ

な
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
自
身
も
平
和
委
員
会
で
は
壁
新
聞

を
作
り
、廊
下
に
貼
り
出
し
ま
し
た
。学
習
委

員
会
で
は
ニュ
ー
ス「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」（
沖
縄

の
方
言
で
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
）を
発
行
し
ま

し
た
。民
泊
委
員
会
で
は
伊
江
島
の
方
と
よ

り
打
ち
解
け
る
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、昨
年
も
交
流
を
行
っ
た
沖
縄
の
大

学
生
サ
ー
ク
ル「
が
ち
ゆ
ん
」と
の
交
流
・
討
論

を
行
い
ま
し
た
。「
が
ち
ゆ
ん
」の
メ
ン
バ
ー
は

昨
年
夏
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
も
講
座
を
出
し

て
お
り
、そ
の
時
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
ま
し

た
。修
学
旅
行
当
日
は「
平
和
と
は
何
か
」に

つ
い
て
、が
ち（
真
剣
に
）で
ゆ
ん
た
く（
話
し
合

う
）し
ま
し
た
。生
徒
に
は
沖
縄
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
遠
い
所
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

く
、ま
る
で
自
分
た
ち
の
故
郷
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
の
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
沖
縄
の
人
の

心
に
寄
り
添
い
、追
体
験
し
、人
間
の
幅
を
広

げ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
２
年
ク
ラ
連
指
導
担
当
／
岡
田　

暁
彦
）

修
学
旅
行

修
学
旅
行
に
向
け
た
取
り
組
み

平和宣言文
　今、私たちは生きている。何も考えずに生きている。それは、明日があり未来があると信じているから。
誰も、戦争でいつ死ぬのかとおびえながら生きている人はいないはずだ。これがどれだけ幸せなことか。
　69年前、ここ沖縄では最大の地上戦が行われました。平穏な暮らしを奪われ、食料もなく、着るものも
ありません。毎日、爆撃や銃声が聞こえ、ある壕では「集団自決」という悲劇が起きました。住民を守るはず
の日本兵が、住民を殺すこともありました。昨日まで笑っていた友が、次の日に還らぬ人となったり、家族も家
も何もかもこの戦争が奪っていきました。
　現在、日本では「集団的自衛権」が閣議決定され、戦争が遠い過去のことではなく、これからの自分た
ちにも関わりがある問題となってきています。私たちは、戦争が二度と起きないよう、一人一人が平和につ
いて考え、あたりまえの日々 の大切さをかみしめ、守っていくべきです。私たちのそうした思いと行動が未来
を変え、戦争で犠牲となった方々の魂を悼み、その死を無駄にしないことになると考えます。
　私たちは、この地で起こった悲劇が二度と繰り返されないことを心から願います。平和を夢見たであろ
う彼らの思いを引き継ぎ、戦争の恐ろしさ、愚かさ、そして生かされている命の大切さを伝え続けるとともに、
戦争のない平和な未来を創造していく一人になることをここに誓います。

2014年12月18日　同朋高校修学旅行　2年7組

●修学旅行  主な内容 （今年度は天候不順により、３団とも予定の行程を大幅に変更することになりました。）

●平和学習
・平和ガイドの案内による平和祈念公園／
 ひめゆりの塔／資料館などの見学
・ガマ内での平和式典
・体験者の方による平和講演　　など

今年度は、平和委員を中心に、各クラスが平和宣言文を作成し、
式典を行いました。その中の一つを紹介します。

●コース別研修
①慶佐次川カヌー体験（やんばる自然塾）
②エコネット美（じんぶん学校）
③じゅごんの里（シーカヤック体験）
④洞窟探検＋美ら海水族館
⑤シュノーケリング＋美ら海水族館
⑥ガンガラーの谷＋美ら海水族館

●伊江島民泊
●首里城・国際通り散策
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1
0   

我
那
覇
　
愛
華 

（
高
杉
中
学
校
出
身
）

「
戦
争
」は
平
和
へ
の
道
を
壊
す

　

私
が
沖
縄
修
学
旅
行
で
考
え
た
こ
と
は
、

特
に
平
和
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

今
の
沖
縄
に
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、愛

知
県
に
は
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。た
だ
資
料

館
や「
礎
」に
行
き
、新
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い

く
う
ち
に
、「
昔
の
沖
縄
の
自
然
は
、戦
争
に

よ
っ
て
壊
さ
れ
た
の
か
な
ぁ
」と
感
じ
ま
し
た
。

　

ひ
め
ゆ
り
資
料
館
で
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
は
、少
女
た
ち
の
写
真
で
し
た
。自
分
と

同
年
齢
の
子
や
、自
分
よ
り
も
若
い
女
の
子

た
ち
の
写
真
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。

写
真
の
少
女
た
ち
は
み
ん
な
笑
っ
て
い
ま
し

た
。そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
書
か
れ
て

い
て
、自
分
の
友
人
を
当
て
は
め
て
み
た
り
し

ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、い
い
笑
顔
で
笑
っ
て
い

た
の
に
、何
の
罪
も
な
い
少
女
た
ち
の
命
が
、

戦
争
で
失
わ
れ
た
こ
と
の
重
大
さ
を
改
め
て

知
り
、哀
し
く
な
り
ま
し
た
。戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
今
、も
し
か
し
た
ら
自

分
や
友
人
に
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
と
怖
く
な
り
ま
し
た
。目
の
前

で
自
分
の
家
族
や
友
人
、大
事
な
人
の
命
が

な
く
な
っ
て
い
く
な
ん
て
、絶
対
に
嫌
だ
と
思

い
ま
し
た
。戦
争
と
い
う
の
は
、人
を
人
と
も

思
わ
ず
、命
と
い
う
宝
を
大
切
に
し
な
い
も
の

で
す
。何
の
罪
も
な
い
人
を
苦
し
ま
せ
、自
ら

の
命
を
捨
て
る
選
択
を
さ
せ
る
最
悪
な
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。「
平
和
の
礎
」に
は
た
く
さ

ん
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
だ
け

の
命
が
沖
縄
で
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。日
本
人
が
日
本
人
を
守
ら
ず
、ア
メ
リ

カ
人
が
日
本
人
を
助
け
る
…
。本
当
に
戦
争

は
人
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

私
は
、「
平
和
」と
い
う
も
の
は
簡
単
に
は
つ

く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
の「
平
和
」

は
、犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。戦
争
に
お
け
る
犠
牲
は
、た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
奪
い
、そ
の
人
た
ち
の
自
由
や
命

を
奪
っ
た
も
の
で
、平
和
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

う
も
の
で
す
。戦
争
が
な
い
状
態
が「
平
和
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、間
違
い
な
く

「
戦
争
」は
平
和
へ
の
道
を
壊
す
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
沖
縄
に
行
き
、平
和
に
つ
い
て
、こ
れ

ま
で
以
上
に
深
く
考
え
、学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

 

2
0
2   

横
山
　
歌
恋 

（
高
杉
中
学
校
出
身
）

肌
で
感
じ
た「
沖
縄
」 

〜
過
去
の
恐
怖
、人
の
ぬ
く
も
り
〜

　

私
は
沖
縄
へ
行
っ
て
、戦
争
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
た
り
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。私
の
入
っ
た
轟
の
ガ
マ
は
、事
前
に
見
た
映

画
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
場
所
で
も
あ
っ
た
の

で
、当
時
の
ガ
マ
の
暗
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
米
軍
の

ヘ
リ
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

沖
縄
に
住
ん
で
い
る
人
の
恐
怖
心
を
感
じ
ま
し

た
。体
験
談
を
聞
い
て
心
に
残
っ
た
の
は
、「
戦

争
は
い
つ
の
間
に
か
知
ら
な
い
う
ち
に
始
ま
っ
て

い
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。戦
争
が
、二
度
と
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、私
た
ち
も
伝
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
コ
ー
ス
別
体
験
で
行
っ
た「
ガ
ン
ガ

ラ
ー
の
谷
」で
は
、ガ
イ
ド
さ
ん
が
と
て
も
詳
し

く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
て
、普
通
な
ら
疲
れ
る

山
道
な
の
に
、も
の
す
ご
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
が
本
当
に
大
き
く

て
び
っ
く
り
し
た
し
、圧
倒
さ
れ
て
感
動
し
ま
し

た
。

　

民
泊
は
、フ
ェ
リ
ー
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
で

二
泊
三
日
に
な
り
ま
し
た
が
、お
ば
あ
が
本
当

に
優
し
く
て
面
白
く
て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。お

ば
あ
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
て
、た
く
さ
ん

お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。特
に
、

お
ば
あ
と
温
か
い
さ
ん
ぴ
ん
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
す
る
の
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。ど

れ
も
い
い
思
い
出
で
す
。一
緒
に
い
る
時
間
が
長

か
っ
た
か
ら
か
お
別
れ
が
本
当
に
寂
し
か
っ
た

し
、も
っ
と
も
っ
と
一
緒
に
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。そ
れ
で
な
の
か
、フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
瞬
間
、

我
慢
し
て
い
た
涙
が
溢
れ
て
き
て
、友
だ
ち
と
一

緒
に
泣
き
な
が
ら
手
を
振
り
ま
し
た
。い
つ
か
ま

た
伊
江
島
に
行
っ
て
、お
ば
あ
に
会
い
た
い
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Club & Award News

● 第64回全国高等学校フィギュアスケート競技選手権大会　　出場

　　河原　もも（３０４）　

　 　松岡　保乃夏（2０４）

フィギュアスケート部

● 国税庁主催「税に関する高校生の作文」

　　名古屋中村税務署長賞  　  古里　和栄（２０９）

商業科

● 平成26年度愛知県高等学校新人体育大会サッカー競技名南支部予選
　　 優勝　　 →  　  県大会へ 　　 

サッカー部

● 「東京ビデオフェスティバル2015」　　最優秀「ビデオ大賞」

　 　作品名 ： 「アジア太平洋戦争、中国の2つの戦場」

● 東海ラジオ放送「高校ラジオクラブⅡ」企画・出演（12月全5回）

放送部

● 平成26年度愛知県私学祭体育大会ラグビー競技　　第3位

● 平成26年度愛知県高等学校新人体育大会ラグビーフットボール競技名南知多支部予選
　　 優勝　　 →  　  県大会へ 　　 

ラグビー部

● 平成26年度東海高等学校新人体育大会馬術競技の部
　　 団体総合  　  第2位
 　　馬場馬術  　  第2位　 　高力　大虎（101）

乗馬部

修学旅行感想文
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第
46
回
卒
業
演
奏
会

　

1
月
９
日（
金
）、電
気
文
化
会
館
ザ
・コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
、音
楽
科
生
徒
に
よ
る「
第

46
回
卒
業
演
奏
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
年
3
回
あ
る
定
期
演
奏
会

の
最
後
を
飾
る
ば
か
り
で
な
く
、3
年
生
に

と
っ
て
高
校
生
活
最
後
を
し
め
く
く
る
演
奏

会
で
あ
り
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
3
年

生
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ・ハ
ー
プ・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・フ
ル
ー
ト
・

サ
ッ
ク
ス・ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト・
声
楽
・
電
子
オ
ル
ガ
ン

を
専
攻
す
る
生
徒
た
ち
が
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏

を
披
露
し
、会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
の
み
な
さ
ん

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
修
学
旅
行

　

3
月
6
日
か
ら
12
日
の
予
定
で
、2
年
生
音

楽
科
生
徒
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
と
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
へ
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。楽
聖

た
ち
の
史
跡
を
た
ど
り
、国
立
オ
ペ
ラ
座
な
ど

を
見
学
し
ま
す
。ま
た
平
和
学
習
の
一
環
と
し

て
、ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
を
訪
れ
ま
す
。

3
年
生 

球
技
大
会

　

1
年
生
の
時
に
も
球
技
大
会
を
企
画

し
て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。友

達
か
ら「
ま
た
球
技
大
会
を
や
り
た

い
！
」と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、

み
ん
な
の
為
に
も
う
一
度
実
現
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。1
年
次
は
ク
ラ
連
主
催

で
し
た
が
、今
回
は
卒
業
式
実
行
委
員

会
の
球
技
大
会
部
門
の
主
催
と
し
て

「
よ
り
良
い
卒
業
式
を
創
る
た
め
に
必

要
な
球
技
大
会
」と
い
う
位
置
付
け
で

先
生
方
の
会
議
に
提
案
し
、認
め
ら
れ
た

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

有
志
で
ス
タ
ー
ト
し
た
実
行
委
員
で

し
た
が
、準
備
し
て
い
く
う
ち
に
卒
ゼ
ミ

で
体
育
を
受
講
し
て
い
る
人
も
た
く
さ

ん
協
力
し
て
く
れ
て
、普
段
関
わ
り
の

報
恩
講

親
鸞
聖
人
の
教
え
を
建
学
の
精
神
と
す

る
本
校
は
、11
月
27
日
に
1
年
生
全
生
徒
が

参
加
し
て
報
恩
講
を
行
い
ま
し
た
。各
学
科

代
表
の
生
徒
に
よ
る
献
花
や
音
楽
科
の
生
徒

た
ち
に
よ
る「
三
帰
依
文
」が
勤
め
ら
れ
た
ほ

か
、養
照
寺
よ
り
一
柳
智
史
様
に
お
越
し
い
た

だ
き
、〝
共
な
る
い
の
ち
〞に
つ
い
て
ご
法
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
月
28
日
は
、真
宗
を
ひ
ら
か
れ
た
親
鸞

聖
人
の
ご
命
日
で
す
。

報
恩
講
と
は
、親
鸞
聖
人
を
は
じ
め
、今

を
生
き
る
私
た
ち
に
念
仏
の
教
え
を
伝
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
思
い
を
い
た
し
、そ
の

恩
徳
に
感
謝
し
報
い
る
御
仏
事
で
す
。同
時

に
そ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
言
葉
に
出
遇
い
、自

ら
の
生
活
を
振
り
返
る
お
勤
め
で
も
あ
り
ま

す
。1

年
に
一
度
、お
念
仏
の
教
え
に
出
遇
い
、

自
分
を
見
つ
め
直
し
、「
同
朋
」と
い
う
、他
者

と
認
め
合
い
、共
に
生
き
て
い
け
る
ご
縁
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
宗
教
主
任
／
柏
原　

良
教
）

　

12
月
6
日（
土
）午
後
2
時
よ
り
、高
校
多
目
的
ホ
ー
ル
を

メ
イ
ン
会
場
に
し
て
、「
同
朋
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
4
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
総
数
は
1
4
1
名
で
、特
に
保

護
者
の
参
加
者
が
68
名
と
過
去
5
年
で
最
高
の
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。今
年
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
を「
冬
の
地
域
懇
談
会
」と
位

置
づ
け
、各
地
区
の
地
区
委
員
長
、地
区
委
員
に
も
参
加
の
お

願
い
を
し
ま
し
た
。こ
の
呼
び
か
け
が
功
を
奏
し
た
の
か
、保
護

者
の
参
加
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。全
体
会
で
は
今
年
の
地

域
懇
談
会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
に
対
す
る
回
答
が
発

表
さ
れ
た
後
、分
科
会
が
行
わ
れ
、　

　

①
部
活
動
・
自
主
活
動

　

②
進
路
・キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　

③
卒
業
生
、卒
業
生
父
母
に
生
き
方
を
学
ぶ

　

④
同
朋
の
授
業　

以
上
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
保
護
者
、生
徒
、教
員
の
三
者
で
熱
の

こ
も
っ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
寄
せ
る

思
い
が
わ
か
る
保
護
者
の
感
想
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
の
学
校
は
お
も

し
ろ
い
！
と
思
い
ま
し
た
。参
加
し
て
良
い〝
シ
ゲ
キ
〞を
も
ら
い

ま
し
た
。」（
2
年
生
）「
年
に
1
回
な
の
で
も
っ
と
宣
伝
し
て
た

く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。来
年
、再
来
年
と

ど
ん
な
お
話
が
聞
け
る
か
楽
し
み
で
す
。」（
1
年
生
）

　

お
忙
し
い
中
、多
く
の
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
ご
ざ
い

ま
し
た
。来
年
度
も
感
想
に
あ
っ
た
よ
う
な
新
し
い〝
シ
ゲ
キ
〞

や
参
加
し
た
く
な
る
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
企
画
が
ご
提
供
で

き
る
よ
う
に
今
後
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
事
務
局
長
／
瀧　

正
範
）

同朋オープンフォーラム2014
大切なのは話し合うこと ～私たちの声でつくる学校～

　

1
年
生
で
は『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム
』の

一
環
と
し
て
、12
月
17
日
に『
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
』を
行
い

ま
し
た
。全
体
講
演
会（
7
月
）か
ら
の
深
化
を
目
指
し

て
、今
回
は
分
科
会
形
式
で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

　

医
療
、福
祉
、公
務
員
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、マ
ス
コ
ミ
、栄

養
、機
械
な
ど
13
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
市
民
の

方
、卒
業
生
に
仕
事
の
苦
労
や
や
り
が
い
、そ
の
仕
事
に

就
く
ま
で
の
こ
と
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。興
味
あ

る
分
野
と
い
う
こ
と
で
、普
段
よ
り
も
し
っ
か
り
と
メ
モ

を
取
っ
た
り
、個
別
に
質
問
を
し
た
り
す
る
生
徒
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か

け
と
し
て「
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
行
動
」に
つ

な
が
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
1
年
進
路
指
導
担
当
／
田
中　

宏
明
）

参
加
し
た
生
徒
の
感
想

1年生 キャリアセミナー

1
0
6
　
福
井
　
さ
ら 

（
志
賀
中
学
校
出
身
）

　

今
回
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、ど
の
職
業

も
大
切
な
こ
と
は
同
じ
だ
な
と
思
っ
た
。そ
れ
は
、お

客
さ
ま
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
仕
事
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。ま
た
、資
格
が
い
る
、い
ら
な
い
関
係
な

し
に
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
な
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け

れ
ば
始
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
。自
分
も
他
人
の
笑
顔
が

好
き
な
の
で
、他
人
を
笑
顔
に
さ
せ
ら
れ
る
職
業
に

就
け
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

1
0
9   

折
出
　
優
貴 

（
北
中
学
校
出
身
）

　

セ
ミ
ナ
ー
に
来
ら
れ
た
全
員
が「
自
分
を
信
じ
る
こ

と
」を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ど
ん
な
夢
を
追
う
に
し

て
も
、自
分
を
信
じ
て
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で
、そ
れ

が
欠
け
る
と
面
白
く
な
っ
て
し
ま
う
。自
分
は
あ
ま
り

夢
と
い
う
夢
は
な
い
の
で
、自
分
が
一
番
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
て
仕
事
に
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、「
賢
い
社
会
人
」「
賢
い
消
費
者
」

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

本
校
商
業
科
は
、こ
う
し
た
社
会
か
ら
の
要

望
を
受
け
、最
前
線
で
活
躍
す
る
社
会
人

か
ら
学
ぶ
機
会
を
多
く
取
り
入
れ
た
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
教
育
の
一
環
と
し
て
、化
粧
品
メ
ー

カ
ー「
株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
」と
共
同
授

業
を
実
施
し
ま
し
た
。同
社
は
、化
粧
品
の

対
面
販
売
に
力
を
入
れ
て
お
り
、従
業
員

に
対
す
る
接
客
マ
ナ
ー
教
育
を
徹
底
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
ま
も

な
く
卒
業
す
る
商
業
科
3
年
生
を
対
象
に
、

あ
い
さ
つ
、姿
勢
、お
じ
ぎ
、自
然
な
笑
顔
と

い
っ
た
点
に
力
を
入
れ
た
マ
ナ
ー
教
育
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、男
子
グ
ル
ー
プ
と
女
子
グ
ル
ー
プ

に
分
け
た
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。最
近
、

男
性
に
対
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア
の
必
要
性
が
話

題
に
上
が
り
、男
性
用
基
礎
化
粧
品
も
多

く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、男
子
生

徒
は「
正
し
い
洗
顔
法
と
日
常
の
手
入
れ

法
」を
学
び
ま
し
た
。一
方
、女
性
雑
誌
な
ど

で
は
、「
流
行
の
メ
イ
ク
法
」特
集
が
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
女
子
生
徒

は
、流
行
で
は
な
く「
人
か
ら
好
感
を
持
た

れ
る
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
法
」を
学
び
ま
し
た
。こ

う
し
た
共
同
授
業
を
通
し
、「
マ
ナ
ー
」を
身

に
つ
け
て
周
囲
に
不
快
感
を
与
え
な
い
人
間

へ
と
成
長
す
る
一
助
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

マ
ナ
ー
講
座
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
学
習

　

ま
た
、消
費
者

教
育
の
一
環
と

し
て
、
商
業
科

3
年
生
を
対
象

に「
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
学
習

会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
昨
年

同
様
、ソ
ニ
ー
生

命
保
険
株
式
会

社
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
お
越

し
い
た
だ
き
、夢
の
よ
う
な
贅
沢
な
人
生
設

計
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
と
に
生
活
を
見
直
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、大
き
な
負
債
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、

ま
た
、や
み
く
も
に
生
活
を
切
り
詰
め
る
こ

と
も
な
く
、家
族
旅
行
や
一
戸
建
て
の
取
得

と
い
っ
た
夢
を
実
現
し
な
が
ら
、幸
せ
な
生

活
を
送
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
、多
額
の
貯
蓄
を
活
用
し
、マ
ン
シ

ョ
ン
経
営
に
臨
む
グ
ル
ー
プ
が
現
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、社
会
で
活
躍
す
る
社
会

人
の
姿
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
で
、将
来

の
自
分
の
姿
を
重
ね
て
い
る
よ
う
で
す
。今

後
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ

け
る
企
業
と
提
携
し
な
が
ら
、賢
い
社
会

人
・
賢
い
消
費
者
を
育
成
す
る
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

（
商
業
科
主
任
／
平
野　

裕
騎
）

商
業
科

音
楽
科

3
0
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楠
本
　
沙
希 

（
岡
崎
市
立
矢
作
北
中
学
校
出
身
）

関
わ
り
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
信
頼
感

な
い
普
通
科
の
人
と
も
交
流
で
き
ま
し

た
。い
ろ
い
ろ
な
人
間
で
意
見
を
出
し
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
る
発
見
も
あ
り
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。準
備
は
当
日
の
朝
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

か
か
り
大
変
で
し
た
が
、そ
の
甲
斐
あ
っ

て
球
技
大
会
は
大
成
功
で
し
た
。友
達

の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
し
、や
り
き
っ
た
自
分
達
に

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
は
卒
業
式
に
向
け
た
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。今
回
の
球
技

大
会
を
通
し
て
3
年
生
全
体
が
1
つ
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。普
通
科
、商
業

科
、音
楽
科
の
力
を
総
結
集
し
て
必
ず

最
高
の
卒
業
式
を
創
っ
て
み
せ
ま
す
。


